
丁王：C  

2002・春  

海外研修特集  鍋召  

l   



09ヰ【を愕・′亭与封耳㌢｛瀾1専任与コ甚掴才鼻顎 L（：軒ぅでこい「・研二欄′、引1ざ与0∽？1斗亡き  

与ヤ働〉皆1阜寄与駆∽ケ留び邦訳1管dセ「ユ1～、茶叫qO、qs潤uヨ、ぜ￥ぎフ「〃′・T、く」  

華甲ひ〇∃「  

厨孝女ZOOZ  

ウZ苦  波左  

ウZ欝劃Il「叩  

ユ1駈につ＃型等轟詐  

等￥1「－珪－1ゝ／目敏  

皇び与渾製章  

CZl′Fヤ上田コ……… ユ1封印ニケーヰ；キひ伊プひ掴顎葺三波目′古妻  

事業車9上封里！封皆手兵  

劉
∵
乎
L
Y
 
 

熊
田
皆
 
 
 

既
印
刊
量
 
壬
ぞ
一
 
 

【
／
し
 
【
／
し
 
7
し
 
 

7
し
 
▼
L
 
T
L
 
 

、馴診極値  

…………等鮮雛び耳掛壬男波叩び1／→〃Y蔓空車日′年  

等剥趣旨顎宣三波臼暴き早   

Y－T＝・Yふ／くんキ  

ユヤ浄孝散華 劉宙C一筆走  坐
∴
鞠
 
 

♯
園
 
 
 

旦
ヰ
 
」
ま
 
 

恒
∵
ナ
 
 

ク
レ
 
T
－
 
 

0
 
6
 
 

〉艶q払よ封羊び属目引苛ヽ／び甚目  

与く¢一亭／∵年」一錘ヰ∠「】斗キ  
／
 
 
＼
 
 

m
・
 
 
 

≡
 
 

T
L
 
 

O
O
 
 

与l¢尊冒董宰宣Y  

L
∀
等
折
 
 

襟
田
 
 
r
 
甑
L
 
 

貴
笹
 
 

L
 
勘
二
葉
 
 

T
L
 
 
▼
L
 
 
▼
L
 
 

－
ム
 
9
 
C
」
 
 

・・………・」′封ひご→レ茸鞍抽一言－レ7一中指毒呈≡国†夕  

与l¢芋冒葦青煮  

ウ、へウしへび妄畏敬葦  

2望菩宕剥毒爵毒￥♯畢  

サー市軍 功諾…………… ユマ副手。乙′・イく一古く′αよ1「卓中国鼻  

ユ1時季二つ良筆1／→津．＃ノ：く  Tl聾き  崩与  

OT二軍 暫腎  封製品葦茶粥1「－評、＃くく  

訓媒染御苦学≡業畢Yコ一斗  

マニα剥蜘毒害7－｛」レ  9 壬論 受章  
∠塾肇ト」召苛  剥拍貰望7－〔」ン  

（駁￥梅毒号）考相生寸夕鞍蔓望マイ」ン  

S 若  宮貰……………………；馴雌妄昂胎誉マ剥抽斗拍描三回卓賊軍  

秦昂・訓掛斗夕繋呈≡回申  

－－トムYイ・′・・十U、ニ1  C 琶持一 催蘭  

Z 礪軍 賽糾  

t：￥胡摘肌乱国  

剥抽轟岸里」－ヰ∠∵ビ〈∴石ヰ  

創出寸夕繋梅毒蔓≡米董  

劉姐1夕堅  

祝日  喜章毎ZOOZ〇∃「   



0：ソしキコ伊ふ（】マ〉キ〃さ年足蒜掌叩受、さ寧1G乎ユ苫1し〉圭と二†臨語鼻堀＃ざさ巨Ⅰ］？）秦Yコ伸さ回巾、¢引ひご、洋々  

封堀口焼酎腎   出（X旧‘ocT   川≠／イく－‘イ／） 劉掴御許  

皆6C  91／6、      禦兼牙Y、R一丸   〃一㍉串ふトくイ   超ヨ   

出∝旧‘ost甥  
新堀間誰蕃   皆ウ  ウ／E、 柁／Z／Z00Z    1Yrl→′、受臼邪軍  削が郎摘相対用   ：占￥封・植卑埋  盈ロ   毎き 早  

冒徽受諾   号∠t  91／C、   u（X灯OCl   （島津梢望回巾）   秦￥耶J□さ   

封堀何百嘗  柁／Z／Z00Z  型芋IIJ互謀閤貰箪  風韻虻牒昔一同ヰ   団  卓   超○  

日徽‖肘   号9C  ZZ／6、   
u（鼎）‘9∠S   （㍍新二号ぎ□）   」一半乙Y4′tヰ   

封塔婆鞘  6t／9／t∝）Z  ー‘くキ鼻堀造：憫S⊥n  剰拍車漢音≡￥   国  ￥   避月  

♭】∝×）‘帥t   （7－〔1レ）   痘￥J′、′   
掛塚「圧】等   皆G  ZZ／6、  ワイパトン   超Ⅴ  

景轟ほ   景叩牽  鳳抽劉掴  晶勲・墨現雛熱耳   号冒鰻剥蜘   寄剥・掴   州け＝＝缶   

『一瓢掛甘酢掛蔚矧計怖計寂t筆述  

○
ヰ
羊
コ
婁
マ
り
 
 

＃
宅
配
中
嶋
洋
J
、
了
9
ヰ
叩
牽
コ
剥
掴
 
 

ゼ
だ
￥
昔
占
諺
由
軍
事
ご
 
＼
完
ヱ
 
 

羊
q
り
羊
ユ
「
孝
草
封
‥
引
コ
准
尉
・
嘗
 
 

蝉
・
制
卓
・
軍
車
、
q
閉
〓
そ
￥
よ
 
 

0
ヰ
羊
q
坪
ユ
貫
去
㌢
 
 

ム
勉
妄
言
ユ
軍
功
扁
＋
智
左
、
学
割
拒
％
 
 

聖
び
罫
由
豆
「
羊
「
苫
コ
宰
ひ
剥
抱
常
 
 

聖
プ
「
墾
茸
コ
罫
カ
≡
＋
筆
法
び
⊥
 
 

○
プ
「
 
 

羊
山
寺
ユ
「
国
割
ユ
封
丁
孝
苦
智
耳
鼻
 
 

非
、
「
埠
寄
手
秦
農
ブ
「
畠
妾
 
0
ヰ
芸
 
 

0
汗
ユ
Ⅵ
Y
寺
庄
コ
顎
摘
ユ
封
守
孝
国
 
 

ゝ
右
手
う
卓
上
由
扉
ゐ
畢
両
石
・
童
￥
 
 

引
〃
Ⅰ
評
元
′
ノ
∵
 
0
ギ
「
事
由
牽
勇
〃
 
 

1
評
ぷ
／
、
て
．
ユ
「
亨
剥
迎
間
苦
∽
妄
 
 

評
哨
コ
コ
塘
、
引
ユ
賓
宙
≡
＋
畢
去
 
 

○
ヰ
羊
0
智
ユ
q
執
り
「
羊
さ
う
J
・
、
ぅ
 
 

呼
プ
「
よ
γ
キ
妄
り
ヌ
ご
諸
寄
穎
J
・
古
 
 

郡
コ
翻
り
某
0
？
コ
溜
、
引
マ
「
フ
し
、
り
 
 

マ
管
印
）
常
コ
㌢
J
、
川
宴
 
0
ヰ
羊
ヰ
由
 
 

沌
マ
「
乙
、
り
J
、
÷
？
コ
ス
モ
妄
昂
叢
Ⅶ
 
 

、
妄
鼻
評
判
、
秦
畏
敬
叢
豆
由
真
也
壷
 
 

O
J
、
T
「
よ
フ
±
与
∴
∵
ナ
ヒ
ヤ
フ
封
自
 
 

￥
瀕
如
綱
川
 
 

封
冴
贈
広
川
隼
回
≠
 
 

引
コ
農
業
山
寺
呼
、
引
－
＋
と
古
壷
m
整
 
 

＃
妥
ユ
封
封
コ
考
コ
…
補
目
与
津
々
ヤ
「
 
 

叢
、
謹
上
ユ
…
諭
旨
罰
マ
l
へ
マ
…
諭
旨
、
匂
 
 

埠
L
て
山
α
コ
三
軍
ユ
し
ロ
ア
且
都
7
Y
ひ
回
 
 

ひ
÷
よ
鞋
宣
ひ
回
ひ
之
、
「
孝
勧
t
l
旨
出
 
 

、
ゎ
輩
コ
凶
勧
弼
葦
、
音
頭
寺
側
ひ
回
瑚
 
 

、
「
孝
卓
軍
ひ
回
瑚
 
0
ヰ
羊
q
牽
ユ
G
 
 

割
ユ
封
G
孝
封
目
、
ユ
G
キ
コ
Y
￥
q
 
 

q
羊
マ
市
、
引
㌢
プ
市
妄
プ
印
コ
剥
扱
 
 

％
鞘
、
沌
⊥
よ
ぅ
ナ
う
「
苫
？
コ
埋
 
 

0
ヰ
 
 

芸
ん
品
さ
払
子
主
音
夕
梨
コ
う
ユ
ニ
車
〔
㌔
 
 

「
芸
∴
∵
羊
「
ユ
′
て
キ
〉
キ
布
津
農
地
 
 

牽
0
剥
拇
常
裡
、
埠
J
、
ア
「
ユ
畢
拶
ひ
 
 

弱
垂
□
⊥
－
ひ
年
－
1
r
∠
、
引
「
フ
⊥
ご
 
 
 

0
γ
ヰ
羊
‥
汗
ユ
G
管
蒜
羊
封
コ
制
 
 

重
々
判
写
り
垂
、
沌
ヰ
よ
マ
r
乙
∴
∵
ィ
 
 

プ
C
智
引
り
与
J
制
車
瀬
Ⅶ
頃
耽
磯
、
さ
 
 

ぞ
卑
秘
話
さ
り
勺
J
r
q
「
‘
斬
∽
ケ
帝
 
 

C
＃
「
よ
γ
キ
貰
わ
響
封
呈
ひ
嘗
緋
り
軍
 
 

さ
顎
卓
キ
剖
塾
、
「
咋
「
0
＃
「
羊
宕
ユ
 
 

「
円
ん
法
号
三
軍
秦
わ
〉
痘
う
ノ
て
ゃ
り
埠
 
 

V
身
 
D
ヰ
妄
り
ユ
り
幽
マ
勺
呼
罫
車
Z
 
 

智
走
、
封
ひ
＃
C
羊
鞘
沌
剥
抱
朝
型
 
 

ユ
り
し
コ
剖
掴
≠
鞘
 
 
 



「
短
期
間
で
も
他
国
に
出
か
け
て
み
 
 

る
と
、
何
か
良
い
結
果
が
後
に
残
る
っ
 
 

若
者
が
新
し
い
考
え
や
よ
り
大
き
な
視
 
 

野
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
こ
の
点
で
、
 
 

彼
ら
の
海
外
研
帽
は
有
益
で
あ
る
」
。
今
 
 

か
ら
百
三
十
年
前
の
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
 
 

外
交
官
が
岩
倉
使
節
団
の
派
遣
は
無
益
 
 

で
あ
る
と
言
い
放
っ
た
の
に
対
し
、
正
 
 

佗
の
岩
倉
具
視
は
こ
う
反
論
し
た
。
こ
 
 

の
言
葉
は
杏
林
大
学
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
 
 

ー
ド
語
学
研
修
の
意
義
を
み
ご
と
に
言
 
 

い
当
て
て
い
る
。
 
 
 

十
一
回
目
を
む
か
え
た
外
国
語
学
部
 
 

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
研
修
は
、
 
 

二
〇
〇
一
年
八
月
十
九
日
か
ら
九
月
八
 
 

日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
研
修
終
了
後
の
 
 

九
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
四
日
間
 
 

は
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
、
見
開
を
ひ
ろ
 
 

め
た
。
参
加
者
は
外
国
語
学
科
一
年
生
 
 

三
名
、
英
米
語
学
科
二
年
生
二
十
五
名
、
 
 

同
学
科
三
年
生
十
名
の
学
生
三
十
八
名
 
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
語
学
研
修
 
 

外
因
語
ヴ
部
教
授
 
 

楠
家
 
窮
敏
 
 

英
光
二
請
学
科
海
外
研
修
 
 

と
引
率
者
三
名
の
総
勢
四
十
一
名
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

初
め
て
外
国
へ
出
た
学
生
も
お
り
、
 
 

西
も
東
も
ど
こ
ろ
か
、
北
も
南
も
分
ら
 
 

な
い
状
態
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
 
 

着
い
た
当
座
は
 
「
何
て
つ
ら
い
研
修
な
 
 

ん
だ
」
と
思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
 

し
か
し
、
全
く
の
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
 
 

も
、
研
修
の
最
後
の
日
に
は
大
き
な
成
 
 

果
が
残
り
ま
し
た
。
昔
の
人
が
言
っ
て
 
 

い
た
「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
 
 

と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
実
感
 
 

す
る
の
は
、
そ
ん
な
瞬
間
で
す
ぐ
 
 
 

研
帽
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎
日
二
時
間
の
 
 

個
人
レ
ッ
ス
ン
と
週
二
回
の
グ
ル
ー
プ
 
 

レ
ッ
ス
ン
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
ほ
か
に
 
 

ソ
シ
ア
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
と
し
 
 

て
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
城
と
ス
ト
ラ
ッ
ト
 
 

フ
ォ
ー
ド
へ
の
遠
足
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
 
 

ア
劇
の
観
劇
、
テ
ー
ム
ズ
川
で
の
舟
遊
 
 

び
（
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
、
ク
リ
ー
ム
テ
ィ
、
 
 

カ
レ
ッ
ジ
エ
フ
ン
チ
な
ど
が
あ
っ
た
。
 
 

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
学
生
は
日
英
語
 
 

運
用
能
力
の
向
上
、
㈲
外
国
の
異
文
化
 
 

に
対
す
る
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
の
発
見
、
 
 

㈲
外
国
人
と
日
本
人
の
友
人
の
狸
得
、
 
 

の
三
つ
の
成
果
を
得
た
よ
う
だ
。
 
 
 

研
修
の
最
後
に
は
学
生
主
催
の
フ
ェ
 
 

ア
ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
 
 エ
 
 

会
場
の
飾
り
つ
け
、
食
事
づ
く
り
、
 
 

ン
タ
ー
テ
ー
メ
ン
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
 
 

ー
ト
を
学
生
が
分
担
し
て
準
備
が
行
わ
 
 

れ
た
。
ビ
ン
ゴ
・
ゲ
ー
ム
、
学
生
の
英
 
 

語
ス
ピ
ー
チ
 
（
次
の
増
渕
さ
ん
の
原
稿
 
 

も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
原
文
は
英
語
）
、
書
 
 

道
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
っ
 
 

た
。
そ
れ
ぞ
れ
英
国
人
た
ち
の
大
好
評
 
 

を
得
た
。
 
 
 

期
間
中
、
学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
 
 

行
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
庶
民
生
活
を
体
験
 
 

し
た
。
研
帽
終
了
後
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
 
 

も
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
全
員
が
 
 
 



E  

マ
ご
り
キ
里
q
－
マ
姦
〉
苛
引
ユ
弦
日
刊
 
 

マ
「
く
び
q
・
ュ
宰
「
く
 
○
ヰ
ユ
ぴ
？
呼
？
マ
「
く
 
 

J
・
羊
「
ユ
「
〃
キ
／
、
ふ
キ
孝
珂
軒
ケ
軸
 
 

丁
9
里
訂
コ
酬
￥
沌
？
よ
主
音
露
 
 

苫
ふ
刊
○
コ
「
よ
詔
㍉
て
里
J
追
う
ュ
二
Y
里
 
 

煎
、
鼻
迷
コ
自
評
囲
棚
引
車
賢
さ
Y
V
 
 

、
プ
≠
十
 
〇
コ
「
芋
マ
官
コ
J
、
ア
り
キ
沌
 
 

湘
南
コ
韓
㌢
中
津
与
野
帖
ス
引
叩
古
郡
 
 

q
▼
劉
 
＼
「
プ
「
ユ
7
稗
貫
り
引
ユ
り
楓
 
 

マ
埠
ヰ
咋
ネ
コ
L
、
ア
ぴ
Y
弦
日
与
＃
「
 
 

プ
q
引
ケ
Y
ひ
Y
h
き
′
ユ
「
与
 
0
プ
 
 

「
羊
W
q
・
コ
討
コ
J
、
ア
9
長
与
岳
勺
宕
 
 

洋
々
、
ユ
ひ
プ
C
智
ユ
軸
耳
沌
卸
軸
劉
 
 

凶
ヰ
？
讐
野
ヱ
」
 
㌔
そ
誓
￥
二
ふ
；
 
 

論
判
常
ユ
芋
l
へ
q
・
〉
軸
V
裡
ユ
ひ
＃
「
 
 

ユ
り
q
由
㍍
菖
宗
ニ
ケ
リ
軍
′
閉
∽
創
血
 
 

○
ヰ
掌
り
羊
「
ユ
し
言
出
コ
別
封
り
古
 
 

L
、
り
才
知
耳
＃
〃
引
助
辞
ひ
月
γ
マ
引
 
 

コ
コ
⊥
こ
イ
り
労
苦
ブ
エ
フ
、
罰
マ
旭
n
豆
 
 

「
若
宮
G
．
．
箋
コ
り
詳
∽
射
耳
ひ
Y
h
よ
 
 

ノ
う
「
平
日
・
ぴ
〉
倭
引
溜
ユ
剥
抽
び
「
－
 
 

c
プ
「
羊
妄
よ
謹
マ
ご
巧
「
鞍
孝
 
 

日
和
↓
 
㌧
リ
キ
〉
キ
γ
詔
γ
訂
里
し
コ
9
 
 

里
釧
コ
早
市
び
ユ
」
1
ヰ
′
L
y
フ
々
′
∵
宰
 
 

旦
聖
平
等
烹
孟
‡
∴
「
咋
「
 
0
プ
「
 
 

羊
「
印
滅
昔
ご
±
ィ
引
／
、
Y
∴
ぺ
ひ
「
匪
 
 

〓
竺
イ
l
‘
1
T
÷
．
＃
羊
 
〇
＃
「
若
 
 

山
料
二
」
盈
ル
÷
サ
‡
L
盲
至
イ
追
ノ
ア
せ
コ
㍍
 
 

9
V
マ
〉
羊
J
、
引
／
、
E
／
∵
－
㌧
ヰ
一
二
t
‡
 
 

こ
〃
ご
イ
ー
√
l
」
こ
∠
乙
」
Y
中
、
マ
J
、
苗
 
 

マ
り
キ
コ
画
〉
帯
封
削
幣
球
目
 
0
ユ
り
C
 
 

コ
m
貰
い
t
L
γ
ウ
㌢
？
ユ
「
之
、
り
郡
¶
ひ
炭
 
 

価
、
掛
足
型
市
ふ
嚇
ン
軍
0
プ
「
よ
γ
 
 

昏
士
 
幌
抽
 
 

樋
嘉
川
黙
許
許
 
 

剖
泄
d
l
ゼ
乙
y
；
フ
†
芋
0
Ⅶ
 
 

車
重
∴
エ
孝
雄
左
京
で
と
群
小
丁
二
∵
し
コ
コ
 
 

「
－
ひ
ユ
）
．
ヰ
引
睨
智
研
プ
ひ
÷
、
自
智
 
 

∴
車
い
．
∵
√
J
∵
∴
－
．
∴
∵
∵
．
∵
〓
一
 
 

∽
「
く
 
D
コ
「
ユ
q
▼
埠
甲
南
L
、
り
マ
り
プ
 
 

∴
、
∵
l
∵
・
．
．
＼
 
∵
∴
∵
＝
√
 
㌧
．
 
 

し
ア
コ
⊃
∴
こ
マ
ネ
孝
レ
′
⊥
■
Y
7
1
車
 
 

ゝ
う
÷
5
こ
沌
±
ふ
≧
衰
†
塵
正
史
 
 

賛
ひ
属
目
ユ
回
∽
闘
m
生
態
、
引
∽
プ
中
 
 

型
孝
叩
尊
び
）
剥
拍
童
m
製
％
却
ひ
ユ
」
 
 

1
辛
′
レ
Y
′
什
ん
し
十
 
∴
乙
h
l
よ
′
雄
健
 
 

〔
〉
ヰ
羊
封
T
「
由
Ⅶ
峨
コ
鮒
禍
根
 
 

．
暑
掛
矧
宥
￥
プ
り
＃
プ
り
年
醤
峨
コ
 
 

剥
桐
㍍
回
L
∀
、
沌
阜
羊
‥
キ
コ
鬱
響
 
 

〇
プ
C
智
ユ
ぴ
L
、
L
如
孝
 
 

フ
ニ
ー
管
i
㌫
墨
輯
言
て
」
－
∴
千
乙
〉
二
々
√
レ
 
 

∵
・
．
／
∵
ト
、
■
・
㌧
－
1
・
・
∴
二
∵
・
∵
－
㌧
 
 
 

コ
坐
五
ご
予
Ⅴ
旦
‥
“
㌣
川
部
古
エ
そ
咋
瓢
 
 

コ
諾
 
ヤ
古
亭
鰍
」
 
引
与
プ
市
妾
∴
亘
 
 

智
ユ
ひ
？
り
軍
都
マ
羊
「
ユ
虔
秤
、
沌
 
 

9
ふ
三
イ
「
キ
呼
首
ひ
ま
彰
 
「
コ
里
〉
 
 

沌
完
了
 
¶
J
園
甲
沌
五
言
ブ
イ
V
ふ
エ
「
省
 
 
 

ユ
り
説
γ
ソ
J
申
」
 
コ
良
二
Y
里
 
0
豆
 
 

し
コ
品
誓
H
耳
＋
〓
プ
「
話
葦
？
エ
フ
 
 

○
プ
「
ご
軒
亭
々
目
び
り
 
 

苗
り
苗
、
「
別
殿
コ
韓
妄
￥
′
、
」
′
、
□
 
 
 



で
あ
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
 
 
 

私
は
イ
ギ
リ
ス
の
素
晴
ら
し
い
文
化
 
 

も
目
に
し
ま
し
た
。
パ
ブ
は
人
々
に
と
 
 

っ
て
と
て
も
一
般
的
な
社
交
の
場
で
あ
 
 

り
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
は
高
齢
 
 

者
の
方
に
と
て
も
親
切
で
あ
り
、
そ
し
 
 

て
高
齢
者
の
方
も
と
て
も
生
き
生
き
し
 
 

て
い
て
、
積
極
的
に
外
出
を
楽
し
ん
で
 
 

い
ま
し
た
。
 
 
 

チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
 
 

ッ
ス
ン
や
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
通
 
 

し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
広
い
視
 
 

野
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ラ
 
 

イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
で
は
最
初
は
自
分
 
 

の
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
 
 

ず
、
自
分
に
苛
立
ち
ま
し
た
が
、
焦
ら
 
 

ず
に
言
葉
に
し
て
い
く
こ
と
で
話
す
 
 

こ
と
が
楽
し
く
な
り
、
横
柄
的
に
自
分
 
 

の
考
え
を
英
語
に
し
て
伝
え
よ
う
と
 
 

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
そ
の
た
 
 

め
に
も
＝
訂
c
？
t
O
－
f
a
c
e
。
の
レ
ッ
ス
 
 

ン
は
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
チ
ュ
 
 

ー
タ
ー
は
私
の
間
違
い
や
苦
手
な
箇
 
 

所
を
丁
寧
に
見
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 
 

一
方
、
私
は
自
分
が
日
本
に
つ
い
て
あ
 
 

ま
り
に
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
 
 

る
と
い
う
こ
と
を
痛
い
ほ
ど
実
感
し
 
 

ま
し
た
。
文
化
や
政
治
、
歴
史
な
ど
自
 
 

分
の
国
に
つ
い
て
自
信
を
持
っ
て
外
 
 

国
の
方
に
伝
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
 
 

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
、
他
国
の
文
化
 
 

を
知
る
事
と
同
じ
様
に
日
本
の
文
化
を
 
 

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
発
信
す
る
こ
と
 
 

も
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
だ
と
改
め
 
 

て
思
い
ま
し
た
。
 
 
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
三
週
間
は
 
 

あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
 
 

い
思
い
出
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
言
 
 

葉
で
は
う
ま
く
表
せ
ま
せ
ん
が
、
広
い
 
 

視
野
、
積
極
牲
な
ど
多
く
の
も
の
を
得
 
 

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
 
 

と
て
も
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
 
 

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
チ
ュ
ー
タ
ー
、
そ
し
 
 

て
こ
の
研
暢
に
携
わ
っ
た
先
生
方
に
心
 
 

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
 
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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締
結
日
 
 

一
九
九
六
年
六
月
 
 

セ
メ
ス
タ
ー
留
学
・
交
換
留
学
制
度
有
 
 

り
′
 
 

台
湾
・
台
北
市
文
山
区
指
南
路
二
段
六
 
 

四
号
 
 

一
三
〇
k
m
の
距
誰
の
河
北
省
保
走
市
に
 
 

あ
る
。
保
走
市
は
北
京
、
上
海
等
の
大
 
 

都
市
に
比
べ
物
価
は
安
く
、
ま
た
治
安
 
 

良
好
な
歴
史
悠
久
の
都
市
で
あ
る
。
 
 
 

大
学
は
教
員
数
四
〇
〇
名
、
学
生
数
 
 

七
〇
〇
〇
名
、
人
文
社
会
科
学
分
野
と
 
 

自
然
科
学
分
野
か
ら
な
る
四
学
部
、
二
 
 

二
学
科
、
専
門
本
科
は
四
九
で
あ
る
。
 
 

大
学
院
は
、
博
士
課
程
が
三
、
修
士
課
 
 

程
が
一
八
で
あ
る
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
 
 

ー
（
外
国
人
漢
語
研
修
課
程
を
含
む
）
 
 

も
設
置
さ
れ
て
い
る
総
合
大
学
で
あ
 
 

る
。
特
に
、
日
本
研
究
の
分
野
で
は
、
 
 

中
国
の
重
点
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
図
 
 

書
館
蔵
書
数
一
九
五
万
冊
。
 
 
 

本
学
の
学
生
は
 
「
国
際
交
流
中
心
」
 
 

の
 
「
漢
語
班
」
 
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
宿
舎
は
 
「
国
際
交
流
中
心
」
も
入
 
 

っ
て
い
る
留
学
生
宿
舎
「
大
白
樺
」
 
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

国
立
政
治
大
学
 
 

N
A
↓
岩
N
A
r
C
H
E
N
G
C
H
I
U
N
－
V
E
R
S
l
↓
Y
 
 

締
結
日
 
 

一
九
九
二
年
八
月
 
 

交
換
留
学
制
度
有
り
 
 

香
港
特
別
行
政
区
斯
界
沙
田
 
 
 

i
コ
t
e
r
コ
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．
コ
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E
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i
－
‥
∃
r
「
ぎ
1
W
．
n
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C
u
一
穴
－
u
．
t
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「
語
言
中
心
」
 
 
 

E
．
ヨ
e
i
－
‥
ヨ
a
コ
d
a
r
i
コ
⑥
c
c
．
コ
C
C
．
e
d
u
．
t
w
 
 
 

台
北
市
の
郊
外
に
あ
る
政
治
大
学
は
 
 

七
六
年
の
歴
史
が
あ
り
、
学
生
数
九
〇
 
 

〇
〇
名
、
五
学
部
、
二
八
学
科
、
二
五
 
 

大
学
院
 
（
内
一
三
博
士
課
程
）
 
の
人
文
 
 

社
会
科
学
の
名
門
総
合
大
学
で
あ
る
。
 
 

図
書
館
の
蔵
詐
欺
一
二
〇
万
冊
。
 
 
 

本
学
の
交
換
学
生
は
、
外
国
語
文
学
 
 

部
に
所
属
し
、
「
語
言
中
心
漢
語
班
」
に
 
 

て
中
国
語
の
学
習
を
行
う
。
セ
メ
ス
タ
 
 

ー
 留
学
生
は
「
語
言
中
心
漢
語
排
」
 
に
 
 

所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
交
換
留
学
生
 
 

は
、
大
学
の
宿
舎
（
相
部
屋
）
 
が
提
供
 
 

さ
れ
、
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
生
は
 
「
台
北
 
 

国
際
学
舎
」
等
が
提
供
さ
れ
る
。
 
 

香
港
中
文
大
学
 
 

↓
H
E
H
O
N
G
K
O
Z
G
C
H
I
N
況
E
U
N
l
ノ
「
E
R
S
－
T
Y
 
 

h
t
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p
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＼
＼
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p
 
 
 

E
・
ヨ
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‥
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i
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p
浮
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k
h
．
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d
u
．
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k
 
 
 

香
港
中
文
大
学
は
特
別
行
政
区
の
東
 
 

北
部
の
海
岸
に
面
し
た
丘
陵
地
帯
に
位
 
 

置
す
る
。
一
九
六
三
年
に
創
立
さ
れ
た
 
 

カ
レ
ッ
ジ
制
度
の
大
学
で
、
七
学
部
七
 
 

大
学
院
か
ら
な
る
総
合
大
学
で
あ
る
。
 
 

図
薔
餌
積
水
‖
数
一
二
七
万
冊
。
 
 
 

本
学
の
学
生
は
「
亜
洲
課
程
部
」
 
に
 
 

所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
語
の
学
 
 

習
は
「
新
雅
中
国
語
文
研
修
所
」
 
で
行
 
 

わ
れ
る
。
宿
舎
は
大
学
の
宿
舎
の
二
人
 
 

部
屋
が
提
供
さ
れ
る
。
セ
メ
ス
タ
ー
留
 
 

学
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
あ
 
 

る
程
度
の
英
語
力
が
必
要
で
あ
る
。
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そ
れ
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
こ
と
 
 

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
を
お
か
け
し
 
 

た
。
 
 
 

野
外
研
佗
で
は
、
中
国
国
境
に
近
い
 
 

山
間
部
に
住
む
少
数
民
族
の
村
を
訪
ね
 
 

た
。
市
場
で
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
 
 

人
形
の
よ
う
な
着
物
を
着
た
無
数
の
 
 

人
々
を
見
て
い
る
と
、
世
界
の
広
さ
、
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
生
き
方
が
あ
る
こ
 
 

と
を
実
感
す
る
。
日
常
で
は
感
じ
ら
れ
 
 

な
い
人
間
た
ち
の
無
数
の
可
能
性
を
知
 
 

り
、
ま
た
日
本
を
見
つ
め
な
お
す
大
変
 
 

い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
 
 

監
、
つ
。
 
 
 

少数民族の村  

ベ
ト
ナ
ム
語
研
修
に
参
加
し
て
い
ち
 
 

ば
ん
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
 
 

の
友
人
が
で
き
た
こ
と
だ
。
ふ
つ
う
の
 
 

個
人
旅
行
や
パ
ッ
ク
旅
行
で
は
現
地
の
 
 

人
た
ち
と
親
し
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
 
 

少
な
い
。
し
か
し
こ
の
研
佗
で
は
大
学
 
 

同
士
の
交
流
や
引
率
の
先
生
を
通
じ
 
 

て
、
自
分
た
ち
と
歳
が
変
わ
ら
な
い
大
 
 

学
生
た
ち
と
交
流
で
き
る
貴
重
な
機
会
 
 

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
ベ
ト
ナ
ム
語
 
 

研
修
の
い
ち
ば
ん
の
魅
力
だ
と
思
う
。
 
 
 

午
前
中
の
ベ
ト
ナ
ム
語
の
授
業
が
終
 
 

ベ
ト
ナ
ム
語
研
修
の
こ
と
 
 

草
本
 
明
」
1
 
 

わ
っ
た
あ
と
、
よ
く
ハ
ノ
イ
外
国
語
大
 
 

学
の
日
本
語
学
部
の
学
生
と
一
緒
に
出
 
 

か
け
た
。
ハ
ノ
イ
の
い
く
つ
か
の
観
光
 
 

地
に
自
転
車
を
二
人
乗
り
し
て
案
内
し
 
 

て
も
ら
っ
た
り
、
ふ
だ
ん
友
達
同
士
で
 
 

行
く
よ
う
な
喫
茶
店
に
連
れ
て
行
っ
て
 
 

も
ら
っ
た
り
し
た
。
小
さ
な
屋
台
で
食
 
 

べ
た
、
「
ア
イ
ス
お
こ
わ
」
と
い
う
デ
 
 

ザ
ー
ト
は
、
う
ぐ
い
す
色
の
甘
い
も
ち
 
 

米
の
上
に
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ア
イ
ス
が
の
 
 

っ
て
い
て
、
そ
の
上
に
カ
リ
カ
リ
に
焼
 
 

い
た
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ス
ラ
イ
ス
を
か
け
て
 
 

大学のキャンパス  

あ
る
も
の
だ
。
一
口
食
べ
た
だ
け
で
ほ
 
 

っ
ペ
た
が
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
「
う
お
 
 

お
お
お
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
を
ふ
 
 

だ
ん
食
べ
て
い
る
の
か
ー
！
」
と
感
動
 
 

し
た
。
 
 

一
緒
に
い
る
間
、
日
本
語
と
ベ
ト
ナ
 
 

ム
語
と
英
語
を
混
ぜ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
 
 

こ
と
を
話
し
た
。
日
本
語
の
勉
強
が
忙
 
 

し
く
て
付
き
合
っ
て
い
る
彼
氏
と
は
あ
 
 

ま
り
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
日
本
に
 
 

遊
び
に
行
き
た
い
が
物
価
が
試
す
ぎ
て
 
 

行
く
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
好
き
 
 

な
音
楽
の
話
。
家
族
の
話
へ
）
 
日
本
の
大
 
 

学
生
の
生
活
に
つ
い
て
。
話
し
て
い
る
 
 

う
ち
に
べ
ト
ナ
ム
人
で
も
日
本
人
で
 
 

も
、
同
じ
と
こ
ろ
も
、
全
く
違
う
と
こ
 
 

ハノイの町   
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こ
の
実
習
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
 
 

ら
、
外
国
語
学
部
に
新
設
さ
れ
た
国
際
 
 

観
光
関
連
科
目
の
延
長
で
あ
る
イ
ン
タ
 
 

ー
 ン
シ
ッ
プ
Ⅱ
と
し
て
、
昨
年
九
月
十
 
 

一
日
か
ら
七
泊
八
日
の
観
光
実
習
形
態
 
 

を
と
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
参
加
学
生
は
四
〇
名
、
大
半
 
 

が
海
外
旅
行
初
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。
 
 

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
出
現
以
 
 

来
、
急
速
か
つ
大
規
模
に
発
展
し
て
い
 
 

る
世
界
的
現
象
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
 
 

政
治
・
経
済
∵
社
会
あ
る
い
は
個
人
に
 
 

大
き
く
及
ん
で
い
ま
す
。
現
代
社
会
は
 
 

世
界
中
で
毎
日
百
万
人
単
位
の
人
々
が
 
 

観
光
を
目
的
に
旅
行
し
て
い
る
時
代
で
 
 

あ
り
、
国
境
を
越
え
て
市
民
レ
ベ
ル
の
 
 

草
の
根
的
な
国
際
的
交
流
が
進
展
し
て
 
 

い
る
時
代
で
も
あ
る
の
で
す
。
国
際
化
 
 

と
は
今
や
経
済
活
動
や
通
信
の
み
な
ら
 
 

ず
、
観
光
手
段
を
通
し
て
市
民
の
日
常
 
 

生
活
の
相
互
交
流
場
面
で
身
近
に
接
し
 
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
観
光
実
習
旅
行
 
 

外
国
語
学
部
客
H
教
授
 
 

鳥
尾
 
克
二
 
 

サ
ー
ビ
 
ス
産
業
論
実
地
研
修
 
 

て
い
る
現
象
な
の
で
す
。
観
光
が
 
「
平
 
 

和
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
る
所
 
 

以
で
す
。
 
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
は
言
 
 

語
と
人
の
相
互
交
流
で
す
。
参
加
学
生
 
 

は
、
こ
の
実
習
を
通
し
て
異
文
化
と
の
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、
国
 
 

際
化
社
会
の
一
員
と
し
て
の
日
常
を
体
 
 

感
し
ま
し
た
。
海
外
旅
行
の
旅
行
先
に
 
 

は
私
た
ち
の
日
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
旅
 
 

行
先
で
は
、
展
開
さ
れ
る
体
験
し
た
こ
 
 

と
の
な
い
非
日
常
生
活
へ
の
現
場
対
応
 
 

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
旅
行
先
に
持
ち
込
 
 

む
自
分
の
日
常
価
仲
秋
が
そ
の
ま
ま
通
 
 

用
す
る
と
は
限
ら
ず
、
現
地
の
日
常
価
 
 

値
観
と
の
対
比
や
状
況
対
応
力
、
現
場
 
 

対
処
力
が
必
要
で
す
。
対
処
は
全
人
格
 
 

的
表
現
で
あ
り
、
そ
の
場
両
で
自
身
の
 
 

日
常
の
質
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
 
 

す
。
食
事
の
注
文
や
電
話
の
か
け
方
、
 
 

買
い
物
時
の
店
員
や
ホ
テ
ル
従
業
員
と
 
 

の
意
思
疎
通
な
ど
は
、
些
細
な
事
柄
で
 
 

す
が
そ
れ
ぞ
れ
臨
場
感
に
満
ち
た
自
主
 
 

的
対
応
が
否
応
な
く
求
め
ら
れ
、
対
応
 
 

の
過
程
で
人
格
が
ま
た
否
応
な
く
表
現
 
 

さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
体
験
は
 
 

異
文
化
状
況
の
理
解
や
対
応
が
で
き
 
 

る
、
あ
る
い
は
出
来
な
い
独
立
し
た
人
 
 

格
と
し
て
の
自
己
再
発
見
を
経
験
す
る
 
 

良
い
機
会
と
な
り
、
国
際
的
に
通
用
す
 
 

る
日
常
の
質
と
能
力
を
自
己
点
検
す
る
 
 

意
味
で
、
個
人
個
人
の
内
な
る
国
際
化
 
 

が
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
 
 

す
。
観
光
は
書
物
に
拠
ら
な
い
学
問
で
 
 

あ
り
、
体
験
に
よ
っ
て
自
身
を
成
長
さ
 
 

せ
る
学
習
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
。
 
 
 

観
光
寝
業
が
扱
う
商
品
は
製
造
業
 
 

の
製
品
の
よ
う
に
モ
ノ
価
佃
を
持
つ
 
 

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
と
サ
ー
 
 

ビ
ス
の
経
済
価
値
を
扱
う
成
長
産
業
 
 

の
一
つ
で
す
。
観
光
と
は
旅
行
に
伴
う
 
 

人
間
の
時
間
消
費
活
動
の
一
椎
で
あ
 
 

り
、
観
光
産
業
は
情
報
の
担
荷
体
と
し
 
 

て
の
時
空
価
値
を
根
う
産
業
で
す
。
シ
 
 

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
表
 
 

現
す
る
市
街
や
自
然
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
 
 

ト
ラ
ン
の
時
空
価
値
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
 
 

の
光
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
自
然
・
人
・
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光
産
業
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
 
 

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 
 

観
光
実
習
で
は
多
く
の
体
験
を
し
ま
 
 

し
た
が
、
中
で
も
私
が
一
番
心
を
動
か
 
 

さ
れ
た
の
は
こ
の
実
習
で
出
会
っ
た
多
 
 

く
の
「
人
」
 
で
す
。
屋
台
ホ
ー
カ
ー
ズ
 
 

で
は
人
々
の
活
気
を
感
じ
、
イ
ン
ド
人
 
 

街
の
市
場
で
は
黙
々
と
一
生
懸
命
働
い
 
 

て
い
る
人
達
を
見
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
 
 

ア
ン
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
 
 

し
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
根
底
に
 
 

あ
る
か
ら
こ
そ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
観
光
 
 

客
か
ら
人
気
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
 
 

す
。
ま
た
ホ
テ
ル
見
学
で
は
複
数
の
ホ
 
 

テ
ル
が
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
私
通
を
迎
 
 

え
て
く
れ
、
中
に
は
私
達
が
予
定
時
刻
 
 

よ
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
二
時
間
以
上
に
渡
り
部
屋
を
案
内
し
 
 

て
く
れ
た
ホ
テ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
 
 

こ
か
ら
ホ
テ
ル
自
体
が
人
を
も
て
な
す
 
 

の
で
は
な
く
、
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
る
 
 

一
人
ひ
と
り
が
客
を
歓
待
す
る
の
だ
と
 
 

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
忘
れ
る
事
が
で
き
な
い
の
は
 
 

こ
の
旅
行
を
陰
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
 
 

の
熱
意
で
す
。
私
達
の
た
め
に
時
に
は
 
 

困
粍
な
手
配
ま
で
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
 
 

し
た
。
現
地
の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
 
 

の
方
か
ら
は
仕
事
に
対
す
る
熱
意
だ
け
 
 

で
な
く
、
心
の
温
か
み
を
感
じ
ま
し
た
■
U
 
 
 

こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
と
接
し
て
き
 
 

た
中
で
、
ホ
テ
ル
の
専
門
学
校
を
訪
問
 
 

し
た
際
に
多
く
の
学
生
が
笑
顔
で
 
「
こ
 
 

ん
に
ち
は
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
 
 

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
運
転
手
さ
ん
が
日
 
 

本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
と
、
現
 
 

地
の
人
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
 
 

き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
日
本
を
最
も
身
 
 

近
に
感
じ
ま
し
た
が
、
自
分
が
日
本
の
 
 

文
化
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
 
 

い
う
こ
と
、
そ
し
て
自
分
が
日
本
人
と
 
 

し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
 
 

味
で
今
回
の
観
光
実
習
は
、
観
光
の
実
 
 

態
だ
け
で
な
く
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
 
 

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
旅
で
し
た
。
こ
の
 
 

種
験
を
生
か
す
と
同
時
に
感
性
を
磨
き
 
 

マ
ナ
I
を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
ど
ん
な
 
 

小
さ
な
心
遣
い
に
も
心
か
ら
「
あ
り
が
 
 

と
う
」
と
言
え
る
人
間
に
な
ろ
う
と
思
 
 

い
ま
す
。
 
 

古 尊号   
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昨
年
度
当
学
部
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
 
 

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ー
こ
 
は
、
八
 
 

月
二
十
七
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の
二
 
 

週
間
 
（
実
質
十
日
間
）
 
を
使
っ
て
帝
国
 
 

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
 
 
 

帝
国
ホ
テ
ル
で
は
、
人
事
部
の
研
修
 
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 
 

タ
ー
と
し
て
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
 
 

作
成
㌍
押
し
、
主
と
し
て
営
業
各
部
の
 
 

課
長
・
支
配
人
ク
ラ
ス
が
指
導
に
あ
た
 
 

っ
た
。
前
半
で
は
研
傾
室
に
て
座
学
を
 
 

帝
国
ホ
テ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て
 
 

外
国
語
学
部
客
H
教
授
 
 

岩
崎
 
公
生
 
 

行
っ
た
が
、
大
学
の
誘
発
と
遠
い
時
折
 
 

会
釈
な
ど
の
接
遇
実
技
指
導
が
入
り
、
 
 

ケ
ー
キ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
試
食
も
行
 
 

わ
れ
た
。
特
に
フ
レ
ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
 
 

ン
で
実
施
し
た
 
「
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
の
 
 

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
Ⅰ
二
フ
ン
チ
」
は
参
加
 
 

学
生
に
と
っ
て
は
、
研
佗
中
の
ハ
イ
ラ
 
 

イ
ト
と
な
っ
た
。
後
半
で
は
研
修
室
を
 
 

離
れ
、
ふ
だ
ん
日
に
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

な
い
、
調
理
場
二
フ
ン
ド
リ
ー
工
場
・
 
 

ゴ
ミ
回
収
場
・
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
な
 
 

ど
の
バ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
見
学
し
た
。
 
 

客
室
課
で
は
名
物
女
性
課
長
か
ら
ベ
ッ
 
 

ド
メ
ー
キ
ン
グ
と
客
室
清
掃
の
実
地
指
 
 

導
を
受
け
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部
の
チ
ー
フ
 
 

ウ
エ
ー
タ
ー
か
ら
は
テ
ー
ブ
ル
・
サ
ー
 
 

ビ
ス
の
実
技
指
導
を
学
ん
だ
。
 
 
 

平
成
十
三
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 
 

ー
一
を
成
功
裏
に
終
え
、
幾
つ
か
課
題
 
 

を
継
続
し
っ
つ
、
以
下
の
ご
と
く
総
括
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

時
期
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
 
 

夏
休
み
中
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
 
 

は
お
盆
休
み
が
終
わ
り
秋
の
ハ
イ
シ
ー
 
 

ズ
ン
前
の
、
比
較
的
受
け
入
れ
や
す
い
 
 

期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
春
 
 

休
み
中
に
つ
い
て
も
実
習
希
望
が
学
生
 
 

の
一
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
 
 

月
と
三
月
は
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
 
 

の
繁
忙
期
に
あ
た
り
実
施
困
難
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

期
間
の
長
さ
は
、
二
週
間
が
適
当
で
 
 

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
賛
否
が
分
か
 
 

れ
る
。
二
週
間
で
実
技
を
身
に
付
け
る
 
 

の
は
難
し
い
が
、
こ
れ
以
上
長
い
と
学
 
 

生
の
休
暇
計
画
に
支
障
を
来
た
し
、
同
 
 

時
に
受
入
れ
企
業
の
負
担
も
増
す
。
今
 
 

回
参
加
し
た
学
生
の
感
想
で
は
、
「
ス
タ
 
 

ー
ト
時
点
で
長
く
感
じ
た
が
、
終
了
時
 
 

点
で
は
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
と
思
う
」
 
 

と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
 
 
 

参
加
人
数
は
十
名
 
（
三
年
生
人
名
、
 
 

四
年
生
二
名
）
 
に
絞
り
込
ん
だ
が
、
企
 
 

業
側
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
一
ケ
所
 
 

で
こ
れ
以
上
の
数
を
一
度
に
受
け
る
の
 
 

は
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
参
 
 

加
者
の
中
に
今
回
四
年
生
が
二
名
含
ま
 
 

れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
 
 

で
あ
る
、
「
講
義
で
学
ん
だ
知
識
を
実
地
 
 

に
検
証
し
、
就
業
意
識
を
醸
成
す
る
」
 
 

こ
と
を
考
え
る
と
三
年
生
時
で
参
加
す
 
 

る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
と
し
 
 

て
、
今
回
参
加
し
た
学
生
の
多
く
が
「
誇
 
 

り
を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
大
事
さ
」
、
 
 

「
ブ
ラ
ン
ド
と
は
信
頼
で
あ
る
」
、
「
ラ
ッ
 
 

シ
ュ
ア
ワ
ー
の
通
勤
は
予
想
以
上
に
き
 
 

つ
か
っ
た
」
等
な
ど
の
成
箱
心
を
私
に
寄
 
 

せ
た
が
、
十
名
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
得
 
 

が
た
い
体
験
の
二
週
間
で
あ
っ
た
よ
う
 
 

だ
。
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学
生
委
員
会
は
、
学
生
の
大
学
で
の
 
 

生
活
面
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
 
 

放
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
く
わ
け
て
五
 
 

つ
あ
る
と
い
え
ま
す
。
一
つ
は
、
学
生
 
 

の
学
籍
管
理
、
二
つ
め
は
健
康
保
健
。
 
 

三
つ
め
が
、
奨
学
金
や
経
済
的
な
問
題
、
 
 

四
つ
め
は
課
外
で
の
生
活
、
最
後
に
ク
 
 

ラ
ブ
活
動
や
杏
同
祭
で
す
。
よ
う
す
る
 
 

に
、
勉
強
以
外
の
こ
と
は
大
抵
す
べ
て
、
 
 

学
生
委
員
会
が
面
倒
を
引
き
受
け
て
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

学
生
は
、
経
済
的
な
問
題
や
人
間
関
 
 

係
等
、
学
生
生
活
一
般
の
問
題
・
悩
み
 
 

ご
と
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
学
生
部
が
「
よ
 
 

ろ
ず
相
談
所
」
的
な
学
生
相
談
と
い
う
 
 

形
で
対
処
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
 
 

生
課
の
窓
口
に
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
個
 
 

別
の
事
情
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
対
応
 
 

し
っ
つ
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
 
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
な
ど
の
 
 

場
合
に
も
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
も
ち
 
 

学
生
委
員
会
か
ら
 
 

庭
 
 

外
国
語
学
部
教
授
 
金
目
一
秀
撼
 
 

ろ
ん
学
生
は
、
学
生
課
窓
口
に
来
る
ほ
 
 

か
に
、
ゼ
ミ
・
担
任
教
員
に
、
あ
る
い
 
 

は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
も
 
 

で
き
ま
す
。
特
に
セ
ク
ハ
ラ
関
係
の
問
 
 

題
で
は
、
全
学
的
な
組
織
で
あ
る
セ
ク
 
 

ハ
ラ
防
止
委
員
会
に
相
談
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
ま
す
。
 
 
 

学
生
の
健
康
管
理
も
大
切
で
す
。
毎
 
 

年
春
に
定
期
健
康
診
断
を
、
内
科
・
身
 
 

体
測
定
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
 
 

（
希
望
者
、
特
に
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
所
属
 
 

の
学
生
に
は
心
電
図
検
査
も
行
っ
て
い
 
 

ま
す
。
）
毎
回
精
密
検
査
を
要
す
る
学
生
 
 

が
一
割
弱
出
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
、
 
 

禿
篤
な
疾
患
が
発
見
さ
れ
た
例
は
ま
だ
 
 

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
健
康
診
断
は
必
ず
 
 

受
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
医
学
部
の
内
科
 
 

医
長
ク
ラ
ス
の
保
健
学
部
教
授
や
医
療
 
 

職
H
ハ
が
配
托
さ
れ
て
お
り
、
健
康
相
談
・
 
 

応
急
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
状
 
 

に
よ
っ
て
は
杏
林
大
学
付
属
病
院
へ
収
 
 

容
す
る
場
〈
‖
も
あ
り
ま
す
。
 
 
 

学
生
生
活
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
 
 

め
に
は
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
杏
 
 

林
大
学
奨
学
金
給
付
制
度
、
杏
林
大
学
 
 

特
待
生
制
度
、
日
本
育
英
会
、
及
び
各
 
 

地
方
公
共
団
体
の
行
う
育
英
奨
学
制
 
 

度
、
民
間
育
英
事
業
用
育
英
制
度
が
利
 
 

用
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
制
度
も
採
 
 

用
人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
出
願
者
 
 

全
員
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
 
 

が
現
状
で
す
。
学
生
部
で
は
こ
れ
ら
各
 
 

種
奨
学
金
の
給
付
者
候
補
の
決
定
を
行
 
 

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
は
少
 
 

し
っ
ら
い
仕
事
で
す
。
多
く
の
候
補
か
 
 

ら
選
び
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
 
 

で
す
。
（
候
補
に
も
れ
た
学
生
の
た
め
 
 

に
、
今
後
、
金
融
機
関
に
よ
る
学
費
ロ
 
 

ー
ン
等
と
の
提
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
 
 

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）
家
 
 

計
が
急
変
し
た
学
生
に
対
す
る
支
援
と
 
 

し
て
は
、
日
本
育
英
会
へ
の
推
薦
、
授
 
 

業
料
の
特
別
延
納
の
制
度
が
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

大
学
生
括
の
中
心
的
な
活
動
に
ク
ラ
 
 

ブ
活
動
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
本
学
部
 
 

に
は
五
十
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
、
そ
れ
 
 

に
特
別
公
認
団
体
が
二
団
体
あ
り
、
こ
 
 

れ
ら
の
団
体
の
活
動
と
秋
に
行
わ
れ
る
 
 

杏
固
祭
が
課
外
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
 
 

い
ま
す
。
課
外
活
動
は
学
生
の
人
間
形
 
 

成
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
な
の
 
 

で
、
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
 
 

し
い
わ
け
で
す
が
、
通
学
時
間
ヤ
ア
ル
 
 

バ
イ
ト
の
関
係
で
参
加
で
き
な
い
学
生
 
 

も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
学
生
部
と
し
 
 

て
は
課
外
活
動
に
可
能
な
限
り
参
加
す
 
 

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 
 
 

以
上
の
ほ
か
、
学
生
部
で
は
、
八
王
 
 

子
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
堂
、
学
生
ホ
ー
 
 

ル
、
売
店
、
替
店
等
の
環
境
整
備
に
努
 
 

め
、
安
心
し
て
住
め
る
ア
パ
ー
ト
の
紹
 
 

介
を
行
い
、
「
学
生
教
育
研
究
傷
聖
＝
保
 
 

険
」
 
「
学
生
教
育
研
究
賠
償
再
ハ
任
保
険
」
 
 

の
手
続
き
代
行
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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入
試
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
 
 

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
入
試
は
、
 
 

多
く
の
受
験
生
の
な
か
か
ら
学
力
に
応
 
 

じ
て
選
抜
す
る
と
い
う
考
え
方
で
し
 
 

た
。
現
在
、
本
学
部
で
は
A
O
入
試
を
 
 

と
り
い
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
 
 

始
ま
っ
た
こ
の
入
試
は
、
本
年
度
昨
年
 
 

比
約
二
・
五
倍
の
応
募
者
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
ど
の
よ
う
な
試
験
方
式
か
と
言
い
 
 

ま
す
と
、
受
験
生
の
入
学
後
の
可
能
性
、
 
 

つ
ま
り
「
本
学
部
で
十
分
に
教
育
で
き
 
 

る
か
」
、
と
い
う
基
準
を
二
か
月
半
に
わ
 
 

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
課
題
を
通
じ
て
、
 
 

担
当
者
が
判
断
す
る
と
い
う
方
式
で
 
 

す
。
も
ち
ろ
ん
担
当
者
の
こ
れ
ま
で
の
 
 

経
験
か
ら
判
断
す
る
も
の
で
す
が
、
同
 
 

時
に
各
課
題
を
通
じ
て
、
受
験
生
に
さ
 
 

ま
ざ
ま
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
の
 
 

も
こ
の
試
験
の
特
徴
で
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
入
試
方
式
は
、
相
互
の
 
 

入
試
委
員
会
か
ら
 
 
 

入
学
、
卒
業
を
視
野
に
入
れ
た
入
学
試
験
 
 

－
一
つ
の
試
み
と
し
て
 
 

外
国
語
学
部
教
授
 
小
山
 
三
郎
 
 

「
お
見
合
い
形
式
」
だ
と
も
表
現
で
き
ま
 
 

す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
外
国
語
 
 

学
部
を
受
験
生
、
高
校
の
先
生
方
に
理
 
 

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
八
頁
小
冊
子
 
 

『
外
国
語
学
部
を
知
る
』
シ
リ
ー
ズ
を
刊
 
 

行
し
、
広
く
配
布
し
て
き
ま
し
た
。
こ
 
 

う
し
た
試
み
は
、
入
学
試
験
は
、
お
互
 
 

い
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
上
で
わ
た
し
 
 

た
ち
は
入
学
許
可
を
だ
し
、
受
験
生
は
 
 

入
学
し
た
い
意
志
を
も
つ
、
と
い
う
こ
 
 

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

こ
れ
だ
け
で
は
、
入
学
試
験
に
は
不
 
 

足
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
十
 
 

一
月
に
行
な
わ
れ
る
推
薦
入
試
の
あ
と
 
 

の
合
格
者
へ
の
指
導
が
必
要
に
な
り
ま
 
 

す
。
合
格
者
は
、
す
で
に
外
国
語
学
部
 
 

の
学
生
と
し
て
教
育
す
る
対
象
と
考
え
 
 

る
か
ら
で
す
。
昨
年
度
は
、
十
二
月
二
 
 

十
二
日
補
習
講
座
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
 
 

テ
ィ
ー
か
ら
始
ま
り
、
四
つ
の
課
題
を
 
 

学
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
三
 
 

月
二
十
二
日
に
希
望
者
を
対
象
と
す
る
 
 

合
宿
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
 
 

入
学
筏
の
大
学
生
活
全
般
を
教
職
員
と
 
 

と
も
に
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

さ
て
こ
れ
か
ら
は
、
卒
業
、
そ
の
後
 
 

の
進
路
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
の
あ
り
 
 

方
が
試
論
さ
れ
ま
す
。
ご
父
母
の
皆
様
 
 

に
は
、
入
試
が
入
学
、
卒
業
を
視
野
に
 
 

入
れ
た
入
学
試
験
へ
と
変
化
し
て
い
る
 
 

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
 
 

ま
す
。
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平兄13阜度故事艶を雇育みて  

巾、「  ・－  ■  

キャリアサポートセンター室長 赤井 清司  

13年度の就職内定率（1月15日現在）は、12年度と比較して若干良くはなっているものの、企業  

の採用基準は年々厳しくなっております。就職の氷河期と言われ約5年を経過しましたが、この状  

況は、今後3年は続くものと予測しております。   

企業では構造改革（リストラクチャリング）が進み、若いエネルギーを求めて新卒採用を再開す  

る会社が増えてきております。しかしそれだけに採用は憤更、かつ採用基準は厳しいものとなって  

おります。   

その求めている学生像を3項目に絞ると、  

1、ユニークな思考を持ち、チャレンジ精神旺盛な姿勢を持っている学生。  

2、社会のルールが守れて、礼儀正しい溌刺とした学生。  

3、常に目的、目標を持って学業に、自己啓発に、そしてアルバイトに励んできた学生。   

果たして、この条件を備えて就職活動に臨んでいる学生は何人いるのでしょうか？私の目から見  

て15％はいないと思っております。いやその現状を知らない、知っていてもどう対処したらいいの  

か解からない、と言った方が正解かも知れません。   

企業は新卒採用計画は立てるが、無理をしてまで新卒採用はしない、との方針が増えてきており、  

また採用するにしても雇用形態が正規、有期、契約と複雑化してきています。新卒採用不足分は中  

途採用を行い、即戦力になる人材を採用していけばいい、と割り切っていますし、それが当たり前  

の社会になってきており氷河期の要因の一つになっています。   

しかし、氷河期とは言え、職稗による求人倍率は0．01から10．00と、ものすごい開きがあり、職種  

による就職の難易度もちがいます。これも時代背景の特徴となっております。学生自身が、自分が  

求めている職種がどんな状況なのか、ほとんど把握しておりません。よって厳しい環境での就職活  

動をやらざるを得ない学生も多くおります。   

職種に対するこだわりは“夢”ですから、大切にしたいと思いますが、その職種の求人倍率が厳  

しければ、当然競争も激しくなります。課題は、その戦いに勝つ為に、どれだけ時間を掛けて準備  

してきたか、自己啓発の効果をあげてきたのかですが、ほとんどの学生が時間が足りず未完成の状  

況と言えます。   

要するに、これからの就職対策は3年生からでは遅いと私は考えています。キャリアサポートセ  

ンターでは、これらの考え方を基本に、何をどのように準備すべきかなど、個人ベースで相談にの  

っています。職種によっては2年生から準備しなければ間に合わないケースもあります。今後は3  

年になってからの当センターの活用では到底間に合わなくなることでしょう。是非1年生から、当  

センターの活用を進めたいと思いますし、14年度の束点テーマの一つとしての「低学年ガイダンス」  

などを実施し、より多くの学生の夢を叶えさせるキャリアサポートの運営を実行して行きます。   

就職状況報告 平成14年1月現在の内定率（内定報告書提出による集計値）  

平成13年同期  平成14年1月  

外国語学部  64．7％  65．4％  

社会科学部  70．6％  72．3％  

保健学部  ＊53．4％  69．2％  

＊保健学部は国家資格等のタイミングで毎年3月頃に内定が集中します。  
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別
科
紹
介
 
 

外
国
語
学
部
教
授
 
 

椚
水
 
邦
子
 
 

杏
林
大
学
の
別
科
は
外
国
語
学
部
と
 
 

同
時
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
初
年
度
は
、
 
 

定
員
二
〇
名
の
と
こ
ろ
一
名
で
出
発
、
 
 

何
人
か
の
教
師
が
よ
っ
て
た
か
っ
て
敢
 
 

え
て
い
ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は
時
に
 
 

は
定
員
を
越
え
、
時
に
は
そ
れ
よ
り
少
 
 

な
い
と
い
う
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
 
 

一
つ
の
ク
ラ
ス
に
、
初
級
か
ら
中
級
が
 
 

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
 
 

学
生
に
と
っ
て
は
物
足
り
な
さ
が
あ
 
 

り
、
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
学
 
 

生
に
は
、
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
問
 
 

題
が
起
こ
り
ま
し
た
。
教
師
に
と
っ
て
 
 

も
教
え
に
く
い
年
で
し
た
。
そ
こ
で
、
 
 

二
ク
ラ
ス
に
分
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

そ
の
こ
ろ
に
は
優
秀
な
学
生
も
か
な
 
 

り
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
進
学
先
 
 

も
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
だ
け
で
は
 
 

な
く
、
社
会
科
学
部
、
保
健
学
部
に
も
 
 

入
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
保
健
学
部
に
 
 

入
っ
た
学
生
は
優
秀
で
、
保
健
学
郡
の
 
 

学
部
長
先
生
か
ら
も
喜
ば
れ
た
り
し
ま
 
 

し
た
。
そ
の
よ
う
な
学
生
は
自
国
で
専
 
 

門
の
某
礎
を
終
え
て
い
て
、
別
科
で
は
 
 

日
本
語
を
し
っ
か
り
学
び
、
日
本
語
能
 
 

力
試
験
の
一
級
も
四
百
点
滴
点
中
少
な
 
 

く
と
も
三
二
〇
か
ら
三
四
〇
点
く
ら
い
 
 

は
取
っ
て
い
ま
し
た
。
留
学
の
目
的
も
 
 

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
も
 
 

無
駄
に
は
し
な
い
と
い
う
決
意
が
あ
っ
 
 

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
昨
今
は
そ
の
 
 

よ
う
な
学
生
が
少
な
い
の
は
時
代
の
せ
 
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

杏
林
大
学
別
科
は
学
生
に
は
、
杏
林
 
 

大
学
だ
け
を
軌
め
る
と
い
う
こ
と
を
し
 
 

ま
せ
ん
の
で
、
都
内
の
有
名
私
立
大
学
 
 

や
国
立
大
学
に
進
学
し
た
学
生
も
い
ま
 
 

す
。
ま
た
、
外
国
語
学
部
を
卒
業
し
て
 
 

か
ら
大
学
院
に
行
き
、
が
ん
ば
っ
て
い
 
 

る
学
生
も
い
ま
す
。
 
 
 

平
成
十
二
年
の
秋
か
ら
は
ク
ラ
ス
が
 
 

増
え
、
三
ク
ラ
ス
に
、
十
三
年
春
か
ら
 
 

四
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
十
二
年
秋
 
 

学
期
ま
で
の
学
生
は
玉
石
混
交
と
い
う
 
 

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
一
ク
 
 

ラ
ス
の
人
数
も
多
く
な
り
、
残
念
な
が
 
 

ら
、
全
体
の
レ
ベ
ル
が
落
ち
て
い
る
よ
 
 

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
別
科
生
の
国
籍
、
地
域
に
つ
 
 

い
て
い
え
ば
、
以
前
は
非
常
に
多
か
っ
 
 

た
、
台
湾
、
韓
国
が
減
っ
て
い
ま
す
。
 
 

否
、
減
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
十
 
 

三
年
秋
学
期
に
は
台
湾
が
二
名
、
韓
国
 
 

は
協
定
校
か
ら
の
学
生
が
学
部
の
授
業
 
 

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
交
換
留
学
生
 
 

一
名
だ
け
で
し
た
。
八
〇
名
を
越
す
学
 
 

生
数
の
現
在
、
本
当
に
小
さ
な
比
率
と
 
 

な
り
ま
し
た
。
タ
イ
人
二
名
、
モ
ン
ゴ
 
 

ル
人
一
名
以
外
は
内
モ
ン
ゴ
ル
も
含
め
 
 

て
、
全
部
大
陸
中
国
か
ら
の
学
生
で
す
。
 
 

地
坪
的
に
近
い
こ
と
と
経
済
力
が
上
が
 
 

っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本
語
に
は
漢
字
が
 
 

あ
る
か
ら
学
び
や
す
い
と
い
う
あ
る
種
 
 

の
誤
解
な
ど
で
、
ど
こ
の
別
科
で
も
大
 
 

陸
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
多
い
よ
う
で
 
 

す
が
、
我
々
は
今
ま
で
と
は
い
く
ら
か
 
 

違
う
中
国
人
留
学
生
と
向
き
合
っ
て
行
 
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
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事
務
か
ら
の
声
 
 

「
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
 
 

教
務
課
山
川
佳
高
 
 

「
優
勝
、
八
王
子
A
チ
ー
ム
」
 
－
 
 

待
ち
に
待
っ
た
こ
の
声
を
初
め
て
聞
 
 

く
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
去
年
の
九
月
 
 

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
第
二
十
六
 
 

回
職
員
バ
レ
ー
大
会
閉
会
式
で
の
出
 
 

来
事
で
あ
る
。
こ
の
大
会
、
正
式
名
称
 
 

を
「
松
田
理
事
長
杯
争
奪
 
職
員
バ
レ
 
 

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
と
い
い
、
今
年
で
二
 
 

十
七
回
目
を
迎
え
た
由
緒
あ
る
 
（
？
）
 
 

大
会
で
あ
る
。
職
員
の
健
康
増
進
や
親
 
 

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
 
 

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
大
会
に
は
医
 
 

師
、
看
護
婦
を
は
じ
め
、
教
員
、
事
務
 
 

職
員
等
が
選
手
と
し
て
一
同
に
会
し
、
 
 

応
援
団
の
中
に
は
入
院
中
の
患
者
様
 
 

の
姿
な
ど
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
 
 
 

第
二
十
七
回
大
会
は
九
月
十
七
日
 
 

～
九
月
二
十
一
日
の
五
日
間
、
三
鷹
キ
 
 

ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
我
々
 
 

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
職
員
は
、
毎
年
 
 

A
・
B
の
二
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
大
会
 
 

に
参
加
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
良
い
 
 

成
績
を
残
せ
ず
に
い
た
。
し
か
し
昨
年
 
 

つ
い
に
、
外
国
語
学
部
石
黒
太
郎
助
教
 
 

授
、
保
健
学
部
北
島
勉
講
師
の
大
車
輪
 
 

の
活
躍
に
よ
り
、
念
願
の
初
優
勝
を
遂
 
 

げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
 
 

そ
の
陰
で
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
（
？
）
 
 

練
習
を
積
ん
で
い
た
こ
と
は
言
う
に
及
 
 

ば
な
い
が
。
 
 
 

波
に
乗
る
我
々
は
、
今
年
も
意
気
 
 

揚
々
と
三
鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ
乗
り
込
ん
 
 

だ
。
目
指
す
は
二
連
覇
、
打
倒
整
形
外
 
 

科
チ
ー
ム
。
整
形
外
科
と
は
、
第
二
十
 
 

四
、
二
十
五
回
と
二
連
覇
を
遂
げ
た
超
 
 

強
豪
チ
ー
ム
で
あ
る
。
今
年
の
参
加
チ
 
 

ー
ム
は
三
十
二
チ
ー
ム
。
優
勝
す
る
に
 
 

は
五
回
勝
ち
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
一
～
三
回
戦
を
順
調
に
勝
ち
進
み
、
 
 

準
決
勝
で
つ
い
に
宿
敵
・
整
形
外
科
と
 
 

対
戦
。
一
進
一
退
の
苦
し
い
攻
防
が
続
 
 

い
た
が
、
我
々
の
背
中
を
強
く
押
し
て
 
 

く
れ
た
の
が
、
八
王
子
か
ら
駆
け
つ
け
 
 

た
二
十
名
を
数
え
る
大
応
接
間
で
あ
っ
 
 

た
。
頼
も
し
い
声
援
を
柁
に
見
事
整
形
 
 

外
科
を
打
ち
破
り
、
我
々
は
決
勝
へ
と
 
 

駒
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
整
形
外
 
 

科
を
破
っ
た
我
々
の
勢
い
は
止
ま
ら
 
 

ず
、
決
勝
戦
は
完
全
に
八
王
子
チ
ー
ム
 
 

の
ペ
ー
ス
で
展
開
。
そ
し
て
今
年
も
ま
 
 

た
、
あ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
 
 
 

－
 
「
優
勝
、
八
王
子
A
チ
ー
ム
ー
」
。
 
 

最
近
、
学
生
か
ら
「
何
か
奨
学
金
に
 
 

関
す
る
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
 
 

い
っ
た
申
し
出
を
受
け
る
こ
と
が
多
 
 

く
な
り
、
勉
学
に
お
い
て
も
経
済
的
 
 

環
境
が
厳
し
く
な
っ
た
学
生
が
増
加
 
 

し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
 
 

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
 
 
 

奨
学
団
体
に
よ
っ
て
は
、
近
年
の
 
 

不
況
を
反
映
し
て
い
る
た
め
で
し
ょ
 
 

う
か
、
採
用
枠
の
拡
充
や
追
加
募
集
 
 

を
行
う
団
体
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
 
 

の
団
体
は
資
金
不
足
か
ら
採
用
枠
の
 
 

縮
小
を
行
っ
た
り
、
選
考
基
準
を
厳
 
 

し
く
す
る
な
ど
、
希
望
者
に
と
っ
て
 
 

必
ず
し
も
満
足
さ
せ
ら
れ
る
状
況
に
 
 

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 
 
 

本
学
で
の
奨
学
金
の
募
集
時
期
は
 
 

四
月
～
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
各
 
 

種
団
体
か
ら
奨
学
生
推
薦
の
依
頼
が
 
 

あ
り
次
第
、
こ
の
旨
を
構
内
掲
示
板
 
 

に
て
告
知
を
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

そ
こ
で
、
特
に
学
生
に
注
意
し
て
 
 

も
ら
い
た
い
の
は
、
構
内
の
学
生
掲
 
 

「
奨
学
金
応
募
に
関
し
て
」
 
 

学
生
課
平
本
 
実
 
 
 

示
板
を
定
期
的
に
見
る
習
慣
を
つ
 
 

け
、
友
人
か
ら
の
情
報
網
を
多
く
持
 
 

つ
よ
う
に
し
て
欲
し
い
事
で
す
。
大
 
 

学
生
活
が
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
 
 

ら
の
習
慣
を
疎
か
に
し
な
い
よ
う
努
 
 

め
る
事
が
大
切
で
す
。
 
 
 

掲
示
を
見
て
い
な
か
っ
た
為
に
、
 
 

奨
学
金
応
募
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
 
 

う
ケ
ー
ス
や
、
面
接
日
時
の
掲
示
を
 
 

見
逃
し
て
し
ま
い
、
審
査
で
不
推
薦
 
 

と
な
っ
て
し
ま
う
事
が
過
去
に
何
度
 
 

も
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
度
に
悔
し
 
 

い
思
い
を
す
る
学
生
を
見
る
の
は
非
 
 

常
に
残
念
で
す
。
 
 
 

将
来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
 
 

情
報
提
供
を
行
う
事
が
可
能
に
な
る
 
 

と
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
掲
示
板
 
 

を
介
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

今
後
、
奨
学
金
に
応
募
し
よ
う
と
 
 

考
え
て
い
る
学
生
は
、
自
ら
機
会
を
 
 

逃
す
事
の
な
い
よ
う
、
大
学
か
ら
の
 
 

連
絡
事
項
に
は
常
に
注
意
を
は
ら
う
 
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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